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地
鶏
「
南
部
か
し
わ
」
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

　
平
成
27
年
に
新
規
就
農
し
た
滝
沢
利と
し

納の

武ぶ

さ
ん
（
滝
沢
・
33
）
は
、

現
在
、
自
宅
に
近
接
す
る
育
苗
ハ
ウ
ス
に
手
を
加
え
た
養
鶏
施
設
一

棟
（
約
４
０
０
㎡
）
で
南
部
か
し
わ
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

利
納
武
さ
ん
は
20 

ha
の
水
田
を
経
営
す
る
稲
作
農
家
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
、
高
校
卒
業
後
、
運
送
会
社
に
入
社
。
農
業
は
繁
忙
期
の

み
手
伝
い
を
す
る
程
度
だ
っ
た
が
30
歳
を
迎
え
る
の
を
機
に
農
業
に

専
念
す
る
こ
と
を
決
意
し
会
社
を
辞
め
就
農
し
た
。

　

利
納
武
さ
ん
が
本
格
的
に
就
農
し
た
こ
と
で
父
・
藤
七
さ
ん
が
取

り
組
み
始
め
た
養
鶏
部
門
は
利
納
武
さ
ん
が
主
に
な
り
、
初
め
は

６
０
０
羽
飼
養
し
卵
の
み
出
荷
し
て
い
た
が
、
現
在
は
、
４
０
０
羽

に
し
て
肉
用
の
生
産
も
行
っ
て
い
る
。

　

苦
労
し
て
い
る
の
は
、
毎
日
朝
に
１
度
与
え
て
い
る
餌
で
、
鶏
の

健
康
状
態
、
成
長
に
大
き
く
関
わ
る
た
め
材
料
の
種
類
や
加
工
の
仕

方
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
秋
田
県
産
の
大
豆
、
青
森
県
産
の
煮
干
し
、

宮
古
産
の
牡
蠣
殻
を
加
工
し
自
家
製
の
飼
料
用
米
を
混
ぜ
て
与
え
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
卵
の
質
や
成
長
が
良
く
な
っ
た
と
い
う
。

　
「
南
部
か
し
わ
は
日
本
で
貴
重
な
地
鶏
で
す
。
肉
に
弾
力
が
あ
り
甘

さ
と
う
ま
味
が
濃
厚
で
皆
様
か
ら
好
評
を
い
た
だ
き
、
精
肉
店
だ
け

で
は
な
く
不
定
期
で
す
が
フ
レ
ン
チ
や
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
、

焼
き
鳥
店
、
ラ
ー
メ
ン
店
な
ど
に
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
」
と
利
納
武
さ
ん
。

　
今
後
に
つ
い
て
、「
町
内
の
南
部
か
し
わ
の
生
産
者
は
３
軒
の
み
で

安
定
出
荷
す
る
に
は
生
産
が
間
に
合
わ
な
い
状
況
で
す
。
今
後
、
生

産
者
が
増
え
、
自
ら
飼
養
羽
数
を
増
す
こ
と
で
取
り
扱
っ
て
い
た
だ

け
る
お
店
を
増
や
し
、
多
く
の
皆
様
に
味
わ
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と

利
納
武
さ
ん
は
目
を
輝
か
せ
て
い
る
。
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昨
年
12
月
18
日
、
町
中
央
公
民
館
に

お
い
て
、
雫
石
町
農
業
経
営
者
協
議
会

（
荒
塚
秀
則
会
長
）
が
主
催
し
、
雫
石

町
の
担
い
手
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
交
換
会
は
町
内
の
農
業
関

係
者
が
集
ま
り
、
広
く
意
見
の
交
換
を

行
お
う
と
企
画
さ
れ
、
協
議
会
員
の
ほ

か
、
猿
子
雫
石
町
長
、
農
林
課
、
新
い

わ
て
農
業
協
同
組
合
南
部
営
農
経
済
セ

ン
タ
ー
の
職
員
、
ま
た
、
農
業
委
員
会

か
ら
は
岡
森
会
長
を
は
じ
め
農
業
委
員

５
名
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
４

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、「
大
規
模
農
家
に

集
積
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
経

営
の
小
規
模
農
家
を
守
ら
な
け
れ
ば
地

域
の
農
業
は
守
れ
な
い
」、「
若
者
の
パ

ワ
ー
は
す
ご
い
。
自
分
達
と
違
う
立
場

で
意
見
を
出
し
て
も
ら
え
れ
ば
解
決
策

が
見
い
だ
せ
る
と
思
う
」、「
Ｊ
Ａ
の
販

売
実
績
で
前
年
値
を
超
え
て
い
る
の
は

花
。
新
た
に
始
め
た
方
が
小
さ
い
圃
場

を
利
用
し
て
リ
ン
ド
ウ
を
栽
培
し
実
績

を
上
げ
て
い
る
。
そ
う
い
う
若
い
力
を

見
て
年
寄
り
も
引
っ
張
ら
れ
る
。
生
産

現
場
は
女
性
も
多
く
活
気
も
あ
り
楽
し

い
」
な
ど
様
々
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
町
長
か
ら
「
多
く
ご
意
見
を

頂
い
た
が
、
特
に
も
担
い
手
問
題
に
つ

い
て
は
今
後
更
に
若
手
農
業
者
か
ら
ご

意
見
を
伺
い
な
が
ら
解
決
を
図
っ
て
い

き
た
い
」
と
の
言
葉
が
あ
り
会
議
を
終

了
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の

意
見
を
、
雫
石
町
農
業
委
員
会
の
活
動

計
画
に
農
家
の
声
と
し
て
反
映
さ
せ
、

雫
石
町
農
業
の
振
興
に
役
立
て
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

雫
石
町
の
担
い
手
意
見
交
換
会

　

日
頃
よ
り
皆
様
か
ら
農
業
委
員
会
業

務
に
つ
き
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を

頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
少
子
高
齢

化
に
伴
う
担
い
手
不
足
の
波
に
押
さ

れ
、
農
地
を
農
地
と
し
て
守
る
こ
と
の

厳
し
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
雫
石
町
農
業
委
員
会

も
平
成
30
年
５
月
に
改
正
農
業
委
員
会

法
に
基
づ
き
農
業
委
員
に
新
た
に
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
加
え
た
新
し

い
農
業
委
員
会
組
織
と
し
て
活
動
を
開

始
し
、
早
く
も
折
り
返
し
地
点
を
２
カ

月
余
り
過
ぎ
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
も

こ
れ
ま
で
同
様
に
、
町
内
全
農
地
を
対

象
と
し
て
農
事
実
行
組
合
長
の
協
力
を

頂
き
農
地
利
用
状
況
調
査（
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
）
を
実
施
す
る
予
定
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
の
最
大
目
標
で
あ
る

「
農
地
利
用
最
適
化
の
推
進
」
の
た
め
、

①　
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消　

②　
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
化　

③　
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
対
応
し

た
新
規
参
入
者
の
促
進

以
上
の
３
点
を
推
進
加
速
し
て
行
く
た

め
、
農
業
委
員
会
と
農
林
課
、
農
地
中

間
管
理
機
構
の
農
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
の
情
報
共
有
を
図
り
、
農
協
、

土
地
改
良
区
等
の
関
係
機
関
と
連
携
を

強
化
し
、
き
め
細
か
な
活
動
を
展
開
し

て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
諸
問
題
が
多
々
あ

る
中
で
、
地
域
の
農
業
者
と
手
を
取
り

あ
っ
て
農
業
者
が
明
る
い
夢
を
も
っ
て

農
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
る
よ

う
、
農
業
委
員
会
一
丸
と
な
っ
て
歩
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
の
叱

咤
激
励
、
町
当
局
を
始
め
関
係
機
関
・

各
団
体
の
更
な
る
ご
指
導
ご
支
援
を
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
度
　
農
業
委
員
会
活
動
方
針

　
　
　
雫
石
町
農
業
委
員
会
会
長　

岡
　
森
　
喜
与
一
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①認定農業者の共同申請⇒配偶者、後継者による認定農業者の共同申請が認められます。
②農業者年金の国庫助成⇒配偶者、後継者の保険料に対し、一定割合の国庫助成があります。
　　　　　　　　　　　　（経営主が青色申告者で認定農業者等であることが条件です。）
③農業次世代人材投資資金⇒経営開始型として夫婦ともに就農する場合、夫婦合わせて1.5人
　　　　　　　　　　　　分が交付されます。

家族経営協定締結によるメリット家族経営協定締結によるメリット

　

現
在
、
当
町
で
も
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
農
家
の
減
少
、
リ
タ
イ

ヤ
や
規
模
縮
小
、
後
継
者
不
足
な
ど

の
解
決
に
向
け
て
、
７
つ
の
地
域
（
雫

石
、
鴬
宿
・
南
畑
、
西
安
庭
、
橋
場
・

御
明
神
、
上
野
、
西
根
、
長
山
）
で
作

成
し
て
い
る
、
人
と
農
地
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
の
「
未
来
の
設
計
図
」
と

な
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
実
質
化

の
た
め
に
、
農
業
関
係
機
関
が
一
体
と

な
り
、
農
家
の
皆
様
と
の
話
し
合
い
を

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
昨
年
11
月
か

ら
行
な
っ
て
い
ま
す
。
農
業
委
員
と
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
も
地
域
の
代

表
者
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

〇
第
１
回
目
（
11~

12
月
）

　

地
域
の
実
情
を
把
握
す
る
た
め
に
、

白
地
図
に
担
い
手
の
耕
作
圃
場
や
、
遊

休
農
地
を
色
ペ
ン
で
囲
う
作
業
を
行

い
、感
想（
意
見
）を
出
し
合
い
ま
し
た
。

〇
第
２
回
目
（
１
～
２
月
）

　

第
１
回
目
で
作
成
し
た
図
面
を
更
に

担
い
手
毎
に
色
分
け
し
た
図
面
を
見

て
、
集
落
ご
と
の
特
徴
、
課
題
や
解
決

に
向
け
た
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

〇
今
後
も
更
に
話
し
合
い
を
進
め
、
５

～
10
年
後
の
近
い
将
来
、
地
域
の
農
地

を
誰
が
担
っ
て
い
く
か
な
ど
を
明
確
に

実
質
化
の
話
し
合
い
を

進
め
て
い
ま
す

人
・
農
地
プ
ラ
ン

し
て
、
み

ん
な
の
共

通
の
将
来

方
針
に
し

ま
す
。

雫石地域の第 1回懇談会の様子
（11/27 雫石町役場）

橋場・御明神、上野地域の第 2回
懇談会（2/3 御明神公民館）

西根、長山地域の第 2回懇談会
（2/5 西山公民館）

鴬宿・南畑、西安庭の第 2回懇談会
（2/6 御所公民館）

家族経営協定で

魅力的な農業経営を目指そう ‼

家族経営協定のご相談は、　雫石町農業委員会事務局　TEL（019）692－6595まで

　家族経営協定は、家族で取り組む農業経営について、意欲とやりがいをもって

経営に参画できるよう、経営方針や役割分担、家族みんなが働きやすい就業環境

などについて、家族一人ひとりが対等な立場で話し合い、取決めるものです。
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１．田の部
地 域 名 平 均 額 最 高 額 最 低 額 デ ー タ 数 備　　考

雫 　 石 10,700 16,300 6,800 126
御 　 所 9,900 15,000 3,000 47
西 　 山 8,700 18,000 3,000 126
御 明 神 10,100 19,500 4,000 105

（参考）雫石町平均 9,800 404

２．畑の部
地 域 名 平 均 額 最 高 額 最 低 額 デ ー タ 数 備　　考

雫 　 石 9,000 10,000 8,000 2
御 　 所 8,000 15,000 1,000 2
西 　 山 8,500 15,000 4,000 11
御 明 神 5,000 5,000 5,000 1 ※ 5　Ｈ 30

（参考）雫石町平均 8,500 15
 

雫石町農地賃借料情報

　平成31年1月から令和元年12月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（10ａ当り ) は以下のとおりです。
〇農地の賃貸借契約の際、契約小作料の額を定めるにあたっての目安として設定していた標準小作料は、平成21年の農地法の改
正に伴い廃止され、これに代わるものとして、過去1年間に実際に締結（公告）された賃借料を取りまとめた農地賃貸借水準を
提供することとなりました。
〇農地を貸し借りされる場合は、対象農地の条件等もありますので、当事者間の話し合いで適正な金額を決めて下さい。
　　　令和２年１月２２日 雫石町農業委員会

※ 1　データ数は、集計に用いた筆数です（使用貸借は含んでおりません）。     
※ 2　賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、60㎏当たり 13,000 円に換算しています。
※ 3　金額は、算出結果を四捨五入し 100 円単位としています。     
※ 4　「（参考）雫石町平均」の平均額は、各区分の平均値（四捨五入前）をデータ数により加重平均した値です。
※ 5　前年中に御明神地区において参考可能な畑の賃貸借契約がないため、直近の情報を載せています（雫石町平均には含んでおりません）。

９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月
農地法第３条（農地の貸借・売買） 0 1 9 2 2
農地法第４条（農地の自己転用） 0 0 0 0 0
農地法第５条（売買・貸借による転用） 2 2 0 0 1
農用地利用集積計画（農地の貸借・売買） 5 11 3 15 8
農用地利用配分計画（農地中間管理機構と担い手との貸借） 0 10 0 0 0
農地法適用外証明（農地ではないことの証明） 0 2 2 0 0
農地利用状況調査に係る非農地判断 0 0 0 31 11

農業委員会総会審議状況
（件） 情報公開

●会長交際費執行状況
会長交際費内訳（令和元年９月～令和２年２月）

（単位：円、筆）

（単位：円、筆）

編

集

後

記

　

大
正
・
昭
和
・
平
成
と
３
つ
の
年

号
を
生
き
抜
き
戦
争
も
乗
り
越
え
て

き
た
祖
父
母
は
す
ご
い
な
と
思
っ
た

も
の
で
し
た
が
、
気
付
く
と
私
も
令

和
で
３
つ
目
で
す
。
戦
争
体
験
こ
そ

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
の
農
業

を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
が「
あ
る
意
味

本
当
の
戦
い
」
で
あ
り「
自
由
化
と
い

う
名
の
争
い
」
も
乗
り
越
え
て
次
世
代

へ
と
バ
ト
ン
を
渡
す
た
め
一
歩
ず
つ

日
々
精
進
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

(

編
集
委
員
　
一
本
木
　
孝
　
久)

　

新
し
い
年
に
な
り
、
暖
冬
や
異
常

気
象
で
各
地
に
影
響
が
出
て
い
る
み

た
い
で
す
。
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世

界
各
地
で
も
異
常
気
象
が
多
発
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
こ
の
異
常
気
象
が

農
業
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す

の
で
し
ょ
う
か
？
本
当
に
大
自
然
の

猛
威
に
は
敵
い
ま
せ
ん
！
影
響
が
出

な
い
よ
う
に
祈
る
ば
か
り
で
す
！

追
伸　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感

染
拡
大
し
て
い
ま
す
。
充
分
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
！

(

編
集
委
員
　
上
　
野
　
　
　
哲)

　
農
地
を
相
続
し
た
と
き
は

　
「相
続
届
出
」
が
必
要
で
す
！ 

●
農
地
を
相
続
し
た
と
き
に
は
、
農
業
委
員
会
へ

の
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
届
出
の
用
紙
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。

●
届
出
の
際
は
、
印
鑑
と
相
続
し
た
農
地
が
わ
か

る
資
料（
登
記
完
了
証
や
登
記
事
項
証
明
な
ど
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
▼
問
合
せ
先
：
雫
石
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
▼
電
　
　
話
：
６
９
２
ー
６
４
１
４

月 葬祭費 会費、お祝い
11 月 １件 5,000 円
12 月 １件 5,000 円
１ 月 １件 5,000 円
２ 月 １件 4,000 円
【会長交際費とは】
会長が農業委員会を代表し外部との交渉、情報収集、町政協力
者への謝意を表すために係る経費で、会費や香典などです。

情報公開
●会長交際費執行状況
会長交際費内訳（令和元年９月～令和２年２月）

　　
新
し
い
年
に
な
り
、
暖
冬
や
異
常
気
象
で
各
地
に
影
響
が
出
て
い

る
み
た
い
で
す
。
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
各
地
で
も
異
常
気
象

が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
こ
の
異
常
気
象
が
農
業
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
？
自
然
に
は
敵
い
ま
せ
ん
な
ぁ
！
あ
っ

そ
う
そ
う
新
型
肺
炎
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
編
集
委
員　
上
野　
哲
）


